
⽇本予防・栄養・嚥下理学療法学会合同学術⼤会 2026 演題募集要項 

 

演題募集期間 

2026 年 5 ⽉ 8 ⽇(⾦)〜2026 年 6 ⽉ 19 ⽇(⾦) 
 

発表形式 

 ⼝述発表 
 ポスター発表 

※優秀な演題については、表彰を⾏う予定です。 

※演題登録時に希望を選択いただけますが、最終的な発表形式の決定は、演題査読の結果お
よびプログラム編成上の都合により、⼤会⻑に⼀任させていただきます。ご希望に沿えない
場合もございますので、あらかじめご了承ください。 

 

発表者の資格 

1. 予防理学療法、栄養・嚥下理学療法の発展に寄与する内容であれば、理学療法⼠免
許の有無に関わらず、どなたでも演題を応募できます。 

2. 演題登録は原則無料です。ただし、理学療法⼠の免許を有する（公社）⽇本理学療
法⼠協会の⾮会員・休会中の会員・会費未納会員は、筆頭・共同演者に関わらず 1
演題あたり演題登録料 10,000 円（税別）/1 ⼈が必要です。 
※演題登録料の⽀払いをもって演題の正式受理となります。なお、演題採否にかか
わらず、返⾦はされないことをご了承ください。演題登録料のお⽀払いが必要な⽅
には、後⽇に請求書をお送りいたします。所定の締切⽇までに⽀払確認ができない
場合、演題の取り下げまたは該当する共同演者の削除を⾏います。 
※採択された演題の発表者は、学術⼤会の参加登録が必須です。参加登録をされて
いない場合は発表が⾏えず、演題発表実績を得ることはできませんので、予めご承
知おきください。 



※理学療法⼠の免許を有しない⽅（他職種、学⽣など）は、会員・⾮会員を問わず
演題登録料は無料です。 
 

登録⽅法 

1. 応募⽅法はオンライン登録です。 

2. 演題募集期間内に演題登録画⾯にアクセスして演題登録を⾏ってください。 

＜演題カテゴリ＞ 

1. 予防理学療法 
2. 栄養理学療法 
3. 嚥下理学療法 

 

＜演題分類 A＞ 

1. 研究報告 
2. 実践報告 
3. 症例報告 
4. その他 

 

＜演題分類 B＞ 

1. サルコペニア 
2. フレイル 
3. ⾻粗鬆症 
4. ロコモティブシンドローム 
5. 栄養・嚥下 
6. 転倒 
7. 認知症 
8. 介護予防・地域在住⾼齢者 



9. 急性期 
10. 回復期 
11. ⽣活期・終末期 
12. デジタルヘルス 
13. 地域実践活動 
14. 災害時における予防 
15. スポーツ障害・外傷予防 
16. 感染対策 
17. 学校保健・特別⽀援教育 
18. その他 

 

＜演題分類 C＞ 

1. 予防 
2. 急性期 
3. 回復期 
4. ⽣活期・終末期 
5. その他 

 

演題登録の注意事項 

＜抄録作成上の注意＞ 

1. ⽂字数は、演題名（タイトルと副題）は全⾓ 50 ⽂字以内、本⽂は全⾓ 1000 ⽂字以
内（構造化抄録の⼩⾒出しも⽂字数に含む）とします。全⾓⽂字、半⾓英数字、ス
ペース、改⾏いずれも 1 字として換算します。 
※Microsoft Word の⽂字カウントとは異なります。Word で作成した原稿をそのま
ま貼り付けると、⽂字数が超過する場合があります。メモ帳（Windows）または⽂
字数カウント Web ツール等に表⽰される⽂字数をご確認ください。 

2. 研究報告の場合は、【はじめに、⽬的】【⽅法】【結果】【結論】、症例報告の場
合は【はじめに】【症例紹介】【経過】【考察】に従い項⽬ごとに記⼊してくださ
い。実践報告の場合は、上記の⾒出しを参考に適宜⾒出しを設定して下さい。 



3. 本学術⼤会では【倫理的配慮、説明と同意】の項⽬を独⽴した⼊⼒枠として配置し
ますので、必ず⼊⼒してください（全⾓ 90 ⽂字以内、抄録本⽂の⽂字数には含まれ
ません）。 

4. 発表演題に関する利益相反(conflict of interest: COI)については、発表時にスライド
の最初、またはポスターに開⽰してください。詳細は次のリンクをご参照ください
《利益相反 COI 開⽰について》（抄録への記載は不要です。） 

5. テキスト以外（図表、動画、⾳声など）は⼊⼒できません。なお、抄録作成および
本学術⼤会のすべてのセッションにおいて、「訓練」は学術⽤語としては相応しく
ないとの判断からその使⽤を⾃粛してください。また、「障害」、「障害者」の標
記につきましても、ご配慮頂きますようお願いします。 

6. 演題登録フォームはシステムの仕様上、⽂字装飾（イタリック、上付き、下付き
等）に対応しておりません。また、特殊⽂字の使⽤により表⽰不具合（⽂字化け
等）が⽣じる場合がありますので、ご使⽤はご遠慮ください。 

7. 本学会では、演題登録および発表は⽇本語に限定しております。⽇本語以外での登
録・発表は受け付けておりませんので、あらかじめご了承ください。 

＜登録可能な演者と所属機関について＞ 

演者数および所属機関数の上限は下記のとおりです。 

1. 演者数：最⼤ 10 名まで 
2. 所属機関数：最⼤ 10 機関まで 
3. 筆頭演者、共同演者とも所属機関を登録できます。共同演者は⼊⼒された順序に従

って表⽰されます。 
4. 所属施設名は省略形を⽤いないもっとも短い表記を⼼がけてください。また、可能

な限り法⼈名ならびに部署名を省略いただくとともに、同部署から複数の演題を登
録する場合は、同⼀の施設名称に統⼀してください。 

＜応募上の注意＞ 

1. 本学術⼤会は対⾯形式で⾏いますので筆頭演者は発表形式を問わず会場での発表を
お願いします。 

2. 他の学術⼤会に応募中あるいは発表済みの演題は応募できません。既に論⽂となっ
ている演題は、抄録内に出典を明記することで応募可能です。 



［記載例］本演題は〇〇誌に掲載された内容である。 
3. 演題申し込みにあたっては、共同演者の了解を得たうえで応募してください。なお

共同演者も筆頭演者と同等の責任を負うことをご承知ください。 
4. 採択後の演題抄録に関する著作権は、⽇本予防理学療法学会および⽇本栄養・嚥下

理学療法学会に帰属します。なお、これらは、本学会の学術活動以外で使⽤するこ
とはありません。 

5. 本学術⼤会での発表内容（スライド・⾳声・動画等）は、後⽇オンデマンド配信
（Web 配信）として使⽤させて頂く場合があります。あらかじめご了承ください。
システム上、登録途中に⼀時保存ができません。演題登録では登録すべき内容を事
前に決定・準備してから登録作業を開始してください。 

6. 募集期間内であれば抄録の Google フォームからの登録完了メール内【回答を編
集】からご⾃⾝で修正が可能です。修正は何度でも可能です。演題募集終了後の演
題の取り消しはできません。また、募集期間を過ぎてからの演題登録内容の変更も
できません。 
※査読の結果、抄録内容の⼀部変更をお願いする場合があります。 

7. 応募された演題内容と学会当⽇の発表内容が⼤幅に変わることのないようにしてく
ださい。 

8. 筆頭演者が発表できない場合は必ず共同演者が発表を⾏ってください。ただし発表
のポイント認定は、筆頭演者のみとなります。（⼆重発⾏、両者での分割はできま
せん。） 

9. 共著者の⽇本理学療法⼠協会会員番号も必要となります。  正確な協会会員番号をあ
らかじめ確認してください。なお、協会員以外は下記でご登録ください（いずれも
半⾓数字 8 桁）。 
  （1）申請⼿続き中 99999999 
  （2）⾮会員 00000000 
  （3）理学療法⼠の免許を有する⾮会員 11111111 

10. 演題の採否、発表⽇時、発表形式や演題分類の最終決定は、⼤会⻑及び準備委員会
に⼀任とさせていただきます。 

応募演題に関する倫理上の注意 



1. 公益社団法⼈⽇本理学療法⼠協会が定める「倫理規定」および「職業倫理ガイドラ
イン」、⽂部科学省ならびに厚⽣労働省の「⼈を対象とする⽣命科学・医学系研究
に関する倫理指針」を遵守してください。 

2. ヘルシンキ宣⾔に基づき対象者の保護には⼗分留意し、演者の所属する機関の倫理
委員会で承認された研究である場合には、その旨を【倫理的配慮、説明と同意】に
記載して下さい。 

3. 倫理的配慮に関する記載がない場合は登録できませんので注意してください。 
 

査読について 

応募された演題は、以下の査読ポリシーの下に査読されます。 

1．査読者 

査読は⽇本予防理学療法学会および⽇本栄養・嚥下理学療法学会が依頼した専⾨・認定理学
療法⼠によって⾏われます。 

2．応募演題への査読者割り当て 

 応募演題 1 題につき 3 ⼈の査読者が査読します（予定）。 
 査読者が演者（筆頭、共同含む）になっている演題と査読者の所属施設から応募された

演題は、当該査読者に割り当てません。 

3．査読内容 

査読者による採点は、別に定める基準に従って実施されます。研究報告については以下の項
⽬について査読を⾏います。 

1. 新規性、 独創性：課題設定、 ⽅法論、 結果（知⾒）に関して新規性、 独創性があ
るか 

2. 貢献性：理学療法領域との関連が深く貢献度が⾼いか 
3. ⽬的ないし研究課題が明確に述べられているか 
4. 研究の必要性と意義が明確に述べられているか 
5. 対象は適切か 
6. 計測・評価は適切か 



7. 統計⼿法は適切か 
8. 客観的な結果（データ）が記載されているか 
9. 研究⽬的と結論の⼀貫性があるか 
10. 論理的⾶躍がないか 
11. 倫理的問題 

4．採決の可否 

 演題の採否は、査読結果をもとに運営委員会の審査を経て最終的に学術⼤会⻑が決定し
ます。 

 登録された演題カテゴリーは、プログラム編成の調整のためにご希望に添えない場合が
あります。その場合でも原則演題の取り下げができません。 

 査読結果により修正を依頼する場合があります。 
 本査読ポリシーにご同意いただかない場合は、演題登録ができませんので注意してくだ

さい。 
 

受領通知・採択通知 

1. 登録完了後、ご登録いただいたメールアドレスに登録完了の通知が送信されます。
必ずご確認ください。 

2. 完了通知が届かない場合、他の受信フォルダー（迷惑メール受信フォルダなど）や
受信拒否設定等を確認のうえ、運営事務局まで E-mail でお問い合わせください。 

3. 次のドメインからのメールが受信できるようメール受信設定を⾏ってください。
[@macc.jp] 

4. 下記アドレスは 迷惑メールフィルタの影響で受信ができない場合がございます。ご
注意ください。 

① @hotmail.com、@outlook.jp、@outlook.com 
② 携帯電話のキャリアメール（@docomo.ne.jp、@i.softbank.jp、

@ezweb.ne.jp、@au.com 等） 
5. 採否通知は、ご登録いただいたメールアドレスにお知らせいたします。 


